
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブルディスクの上下記録面にそれぞれ記録再生を行う上面ヘッドおよび下面ヘ
ッドと、
上記上面ヘッドおよび上記下面ヘッドを上記フレキシブルディスクの半径方向へ送るキャ
リッジと、
上記上面ヘッドを支持するアームと、
上記アームを上記キャリッジに接続する板バネと、
上記アームを上記フレキシブルディスクの記録面方向に付勢する付勢手段と、
上記フレキシブルディスクを保持して挿入位置と駆動位置との間を移動するホルダーと、
上記ホルダーの上面に対向して配置され、上記フレキシブルディスクが挿入されない場合
は上記ホルダーを上記挿入位置に位置させ、上記フレキシブルディスクが挿入された場合
は上記ホルダーを上記駆動位置に位置させるスライダーと、
上記アーム に設けられ、上記アームの両側から水平方向に突出させた１
対のアームリフタ受け部材と、
上記ホルダーに設けられ、上記ホルダーが上記挿入位置にある場合に上記１対のアームリ
フタ受け部材と当接して上記上面ヘッドを待避させるアームリフタと、
上記ホルダー上に配置された回転軸を有し、上記フレキシブルディスクの挿入動作に伴っ
て上記回転軸を中心に回転し、上記ホルダーが挿入位置にある場合に上記アームの側方か
ら突出して、上記アームリフタ受け部材より上記上面ヘッド側で、
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上記アームの下方に位置するアーム係止部を有するアーム支持部とを備えたこと
を特徴とするフレキシブルディスク装置。
【請求項２】
　上記フレキシブルディスクと当接するＦＤ係合部を上記アーム支持部に設け、上記フレ
キシブルディスクと当接した上記ＦＤ係合部が上記フレキシブルディスクの挿入動作に伴
って移動することにより上記アーム支持部を上記回転軸を中心に回転させることを特徴と
する請求項１記載のフレキシブルディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、フレキシブルディスク（以下、ＦＤと略す）を駆動するフレキシブルディス
ク装置（以下、ＦＤＤと略す）に係わり、特にヘッド保護機構が設けられたＦＤＤに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
　図 は、従来のＦＤＤの分解斜視図であり、図において、１はアームリフタ１ａ及び突
起部１ｂが設けられたホルダー、２はガイド溝２ａが設けられたスライダー、３ａは上面
ヘッド、３ｂは下面ヘッド、４はアームリフタ受け４ａ及び板バネ４ｂが設けられたアー
ム、５はキャリッジ、６はフレーム、７はラッチレバー、７ａは引っ張りバネ、８はヘッ
ド付勢バネである。また、図 は従来のＦＤＤの上面図、図 はアームリフタ１ａの動作
説明図、図 はＦＤを挿入前のＦＤＤの動作説明図であり、９はＦＤである。また、図
はＦＤ９を挿入後のＦＤＤの動作説明図、図 はホルダー１の外観図、図 はＦＤＤに
垂直方向の外力が加わったときの動作説明図、図 はＦＤＤの板バネ４ｂに外力が加わ
った場合の動作説明図である。
【０００３】
　次に、従来のＦＤＤの動作を説明する。尚、ホルダー１に設けられているアームリフタ
１ａとアーム４に設けられたアームリフタ受け４ａとは、ＦＤ９を挿入前において接合し
、上面ヘッド３ａを待避させている。また、引っ張りバネ７ａは、一端がホルダー１に支
持され、他端がスライダー２に支持されてスライダー２を矢示Ｂ方向へ付勢している。Ｆ
Ｄ９を挿入前の状態では、ホルダー１は、突起部１ｂがガイド溝２ａの上部と嵌合し、図

に示すような駆動範囲の上側のＦＤ挿入位置に配されている。この場合、ホルダー１に
設けられているアームリフタ１ａも駆動範囲の上側に位置するため、図 に示すようにア
ーム４も上側に移動して上面ヘッド３ａを上方向に待避させている。
【０００４】
　次に、ＦＤＤにＦＤ９を挿入した場合は、図 の示すようにラッチレバー７がＦＤ９に
押されて矢示Ａ方向に移動する。これにより、スライダー２とラッチレバー７とのラッチ
が解除され、スライダー２が矢示Ｂ方向へ移動し、ガイド溝２ａと嵌合する突起部１ｂが
ガイド溝２ａに沿って下降するため、ホルダー１が駆動範囲のＦＤ駆動位置に移動する。
これにより、アームリフタ１ａも駆動範囲の下側に移動するので、ヘッド付勢バネ８によ
り付勢されているアーム４も下方向へ移動するため、上面ヘッド３が下方向に移動して図

のような状態となり、ＦＤ９の媒体面（図示せず）と接触して記録再生待ち状態とな
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　従来のＦＤＤは以上のように構成されており、以下の課題があった。
　アーム４とキャリッジ５とは板バネ４ｂで接続され、アーム４はコイルバネ８で下面ヘ
ッド３ｂ方向に付勢している。このため、例えばＦＤＤを落とした場合に発生するような
大きな衝撃が板バネ４ｂに加わると、板バネ４ｂは図 に示すように大きくたわみ、ア
ームリフタ受け４ａを支点として、上面ヘッド３ａと下面ヘッド３ｂとが衝突し、ヘッド
が破損する場合が生じていた。
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【０００７】
　この発明は，上述のような課題を解決するためになされたもので 部から衝撃により
板バネが変形しても、ヘッドの衝突が発生しにくいＦＤＤを提供するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係わるフレキシブルディスク装置は、フレキシブルディスクの上下記録面に
それぞれ記録再生を行う上面ヘッドおよび下面ヘッドと、上記上面ヘッドおよび上記下面
ヘッドを上記フレキシブルディスクの半径方向へ送るキャリッジと、上記上面ヘッドを支
持するアームと、上記アームを上記キャリッジに接続する板バネと、上記アームを上記フ
レキシブルディスクの記録面方向に付勢する付勢手段と、上記フレキシブルディスクを保
持して挿入位置と駆動位置との間を移動するホルダーと、上記ホルダーの上面に対向して
配置され、上記フレキシブルディスクが挿入されない場合は上記ホルダーを上記挿入位置
に位置させ、上記フレキシブルディスクが挿入された場合は上記ホルダーを上記駆動位置
に位置させるスライダーと、上記アーム に設けられ、上記アームの両側
から水平方向に突出させた１対のアームリフタ受け部材と、上記ホルダーに設けられ、上
記ホルダーが上記挿入位置にある場合に上記１対のアームリフタ受け部材と当接して上記
上面ヘッドを待避させるアームリフタと、上記ホルダー上に配置された回転軸を有し、上
記フレキシブルディスクの挿入動作に伴って上記回転軸を中心に回転し、上記ホルダーが
挿入位置にある場合に上記アームの側方から突出して、上記アームリフタ受け部材より上
記上面ヘッド側で、 上記アームの下方に位置するアーム係
止部を有するアーム支持部とを備えたものである。
【０００９】
　

もので
ある。
【００１４】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
　図 は、実施の形態１に示すＦＤＤの上面図であり、図 と同一符号は同一、又は相当
部分を示し説明を省略する。図において、２０はホルダー１に設けられたアーム係止部材
であり、２０ａがアーム係止部、２０ｂがＦＤ係合部である。また、２１は一端がホルダ
ー１に支持され、他端がアーム係止部材２０に支持される引っ張りバネである。また、図

は図 の要部側面図、図 は図 に示すＦＤＤにＦＤ９を挿入した場合の動作説明図で
ある。
【００１５】
　次に動作を説明する。ＦＤＤにＦＤ９を挿入していない場合は、アーム係止部材２０に
設けられたアーム係止部２０ａが、図 に示すように上面ヘッド３ａ近傍のアーム４と当
接して上面ヘッド３ａ支持し、上面ヘッド３ａの下面ヘッド３ｂ方向への移動を係止して
いる。次に、ＦＤＤにＦＤ９を挿入する場合、ＦＤ係合部２０ｂがＦＤ９に押されて矢示
Ａ方向に移動し、スライダー２がＦＤ９により右方向に移動し、アーム係止部材２０が時
計方向に回転する。これにより、アーム４とアーム係止部２０ａとの係合は解除され、上
面ヘッド３ａが下面ヘッド３ｂ方向に移動しＦＤ９の媒体面と当接して読み書き可能とな
る。
【００１６】
これにより、ＦＤＤにＦＤ９が未挿入の場合、外部からの衝撃により板バネ４ｂが変形し
て上面ヘッド３ａが下面ヘッド３ｂ方向に移動しようとしても、アーム係止部２０ａが上
記移動を係止して上面ヘッド３ａと下面ヘッド３ｂとの衝突を防止するため、上面ヘッド
３ａ及び下面ヘッド３ｂが保護され、耐衝撃性が向上する。
【００１８】
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【発明の効果】
この発明は、外部からの衝撃により上面ヘッドが下面ヘッドに衝突するのを防止すること
ができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態 によるフレキシブルディスク装置の上面図である。
【図２】　図５に示すフレキシブルディスク装置の要部断面図である。
【図３】　図５に示すフレキシブルディスク装置にフレキシブルディスクを挿入した場合
の上面図である。
【図４】　従来のＦＤＤの分解斜視図である。
【図５】　従来のＦＤＤの上面図である。
【図６】　アームリフタの動作説明図である。
【図７】　ＦＤ挿入前のＦＤＤの動作説明図である。
【図８】　ＦＤ挿入後のＦＤＤの動作説明図である。
【図９】　ホルダーの外観図である。
【図１０】　ＦＤＤに垂直方向の外力が加わったときの動作説明図である。
【図１１】　板バネに外力が加わったときの動作説明図である。
【符号の説明】
２０　　アーム係止部材
２０ａ　アーム係止部
２０ｂ　ＦＤ係合部
２１　　引っ張りバネ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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